
海
と
岡
山
で
開
催
。
記
念
訪
中
・

訪
日
団
を
招
聘
す
る
。

残
さ
れ
た
資
料
等
の
整
理
や
広

く
市
民
の
協
賛
を
得
る
た
め
の
寄

付
金
募
集
も
考
え
た
い
。

こ
の
重
点
活
動
と
並
行
し
４
月

の
洛
陽
牡
丹
文
化
祭
へ
の
「
岡
山

市
民
訪
問
団
」
の
派
遣
な
ど
、
洛

陽
市
と
の
交
流
を
促
進
す
る
。

も
う
一
つ
の
重
要
課
題
は
組
織

財
政
基
盤
の
強
化
と
友
好
活
動
の

人
材
育
成
で
あ
る
。

来
年
の
協
会
設
立
45
年
に
向
け

て
、
今
年
は
前
進
の
年
に
し
て
い

こ
う
！�

（
松
井
）

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岡
山
市
日
中

友
好
協
会
は
、
２
月
11
日
、
岡
山

市
北
区
駅
元
町
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ

ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
岡
山
で
、
２
０

２
５
年
度
（
令
和
７
年
度
）
定
期

総
会
と
、
日
中
友
好
新
春
互
礼
会

を
開
催
す
る
。

講
演
会
の
講
師
は
、
拓
殖
大
学

海
外
事
情
研
究
所
教
授
で
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
富
坂
聰
氏
。

テ
ー
マ
は
「
米
中
対
立
で
の
中

国
の
選
択
」
＝
メ
デ
ィ
ア
が
語
ら

な
い
真
実
を
知
り
、
私
た
ち
の
選

択
を
考
え
る
＝
。

（
総
会
、
記
念
講
演
会
等
の
詳
細

は
３
面
に
掲
載
）

協
会
は
今
年
、
設
立
44
年
を
迎

え
た
。
設
立
当
時
と
比
べ
る
と
日

中
を
取
り
巻
く
国
際
環
境
も
大
き

く
変
わ
っ
て
き
た
。

と
り
わ
け
中
国
の
変
化
、
進
展

は
ド
ラ
ス
テ
ッ
ィ
ク
で
急
速
で
あ

る
。こ
れ
に
よ
り
中
国
の
政
治
的
、

経
済
的
存
在
感
は
急
激
に
高
ま
っ

２
０
２
５
年
新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
日
中
友
好
活
動
へ
の

ご
理
解
と
当
協
会
に
対
す
る
ご
協

力
、
ご
支
援
を
賜
り
、
改
め
て
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
、
８
月
30
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
「
第
７
回
西
日
本
地
区
中

日
友
好
交
流
大
会
」
で
は
、
準
備

か
ら
開
催
に
到
る
ま
で
薛
剣
総
領

事
閣
下
を
始
め
と
す
る
駐
大
阪
総

領
事
館
の
方
々
と
、
県
下
の
日
中

て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
私
た
ち
の

日
中
友
好
活
動
も
時
代
に
即
応
し

た
課
題
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
基
本
的
な
考
え
方
は
、

や
は
り
「
不
易
流
行
」
だ
ろ
う
。

ま
ず
は
日
中
の
歴
史
に
向
き
合

う
事
。
一
方
的
に
侵
略
し
て
大
き

友
好
団
体
が
協
力
し
て
取
り
組

み
、
大
型
台
風
10
号
の
接
近
と
い

う
状
況
の
中
で
、
７
０
０
名
の
参

加
を
得
て
盛
会
裏
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
こ
の
成
果
を
励
み
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
日
中
友
好
活

動
に
一
層
尽
力
し
て
参
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

本
年
は
、
戦
後
80
年
と
い
う
大

き
な
節
目
の
年
で
す
。
歴
史
を
鑑

と
し
て
日
中
共
同
声
明
の
精
神
を

更
に
発
揚
し
、
日
中
平
和
友
好
、

共
存
共
栄
の
正
道
を
歩
ん
で
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
、
郷
土
岡
山
出

身
で
あ
る
内
山
完
造
先
生
の
生
誕

１
４
０
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
本

年
度
の
活
動
の
柱
に
生
誕
記
念
事

な
犠
牲
を
強
い
た
戦
争
を
深
く
反

省
し
、
日
中
両
国
の
先
人
の
努
力

で
勝
ち
取
っ
た
日
中
共
同
声
明
の

基
本
に
立
ち
返
る
こ
と
だ
。

戦
後
80
年
の
本
年
、
そ
の
よ
う

な
観
点
で
、
内
山
完
造
生
誕
１
４

０
周
年
記
念
活
動
に
取
り
組
み
た

い
と
思
う
。

具
体
的
に
は
、
上
海
市
人
民
対

外
友
好
協
会
と
共
催
し
て
秋
口
ま

で
に
資
料
展
示
会
と
研
究
会
を
上

業
を
掲
げ
、
上
海
市
人
民
対
外
友

好
協
会
な
ど
と
協
力
し
て
取
り
組

む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

友
好
交
流
都
市
で
あ
る
洛
陽
市

や
天
津
市
と
の
交
流
も
積
極
的
に

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
若
い

世
代
の
参
加
を
促
し
、
共
に
活
動

し
て
い
く
こ
と
で
、
世
々
代
々
に

日
中
友
好
を
繋
い
で
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
（
人
類
）

が
ア
フ
リ
カ
大
陸
か
ら
出
発
し
て

か
ら
20
万
年
は
戦
争
の
歴
史
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
を
克
服
す
る
の
は
人
と

人
と
の
友
好
交
流
で
す
。

そ
の
友
好
交
流
を
通
じ
て
日
中

友
好
も
更
に
深
め
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

本
年
も
、
引
き
続
き
皆
様
の
深

い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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友
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日
関
係
に
更
な
る
明
る
い
未
来
を

切
り
拓
け
る
よ
う
後
押
し
し
て
い

く
所
存
で
す
。

最
後
に
、
貴
協
会
の
益
々
の
ご

発
展
を
祈
願
し
、
皆
様
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

新
年
を
迎
え
、
私
は
洛
陽
市
人

民
政
府
と
７
０
０
万
人
の
洛
陽
市

民
を
代
表
し
、
岡
山
市
の
方
々
及

び
岡
山
市
日
中
友
好
協
会
の
友
人

各
位
に
対
し
、
心
か
ら
の
ご
挨
拶

と
新
春
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま

す
！昨

年
は
洛
陽
市
と
岡
山
市
の
友

好
関
係
が
不
断
に
深
化
し
た
年
で

し
た
。
両
市
は
文
化
、
教
育
等
の

分
野
で
交
流
と
協
力
を
密
に
し
、

顕
著
な
成
果
を
収
め
ま
し
た
。

特
に
２
０
２
４
年
の
暑
い
時
期

に
、
洛
陽
市
は
青
少
年
代
表
団
を

岡
山
市
に
派
遣
し
て
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
交
流
を
し
、
ま
た
、
駐
大
阪
総

領
事
館
の
呼
び
か
け
に
よ
り
三
重

県
、
さ
い
た
ま
市
、
岡
山
市
等
友

好
都
市
か
ら
参
加
し
た
青
少
年
代

表
団
は
河
南
省
を
訪
問
し
、『
青

春
漫
游
中
国
旅
行
』
を
実
施
し
、

研
修
な
ど
一
連
の
交
流
活
動
を
行

る
と
と
も
に
、
岡
山
市
の
中
高
生

と
の
交
流
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、

未
来
に
つ
な
が
る
友
情
の
絆
を
築

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
様
々
な
取
組
を
通
じ

て
、
歴
史
的
・
地
理
的
に
密
接
な

関
係
の
あ
る
中
国
と
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
絆
を
さ
ら
に
強
固
な

も
の
と
す
べ
く
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
引
き
続
き
皆
様
方
の
お

力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
か
ら
ご
支
持
、
ご

支
援
を
賜
り
担
っ
て
き
た
市
政
の

か
じ
取
り
は
、
早
い
も
の
で
12
年

目
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
「
住
み
や
す
さ
」「
力

強
さ
」「
安
全
・
安
心
」
を
大
切
に
、

市
政
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
と

こ
ろ
、「
岡
山
の
ま
ち
は
大
き
く

動
い
て
い
る
」
と
の
評
価
を
頂
く

こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

迎
え
ま
し
た
新
年
は
、
脱
皮
を

す
る
蛇
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
挑
戦

や
変
化
に
対
し
前
向
き
な
年
に
な

る
と
言
わ
れ
る
「
巳
年
」
で
す
。

今
年
も
、
岡
山
市
が
住
み
続
け

る
こ
と
に
誇
り
を
持
て
る
街
で
あ

り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
街
な
か
の

賑
わ
い
づ
く
り
、
地
域
経
済
の
活

性
化
、公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
、

子
育
て
・
教
育
や
健
康
・
福
祉
の

充
実
、
国
際
交
流
、
防
災
対
策
な

ど
の
施
策
を
よ
り
力
強
く
推
し
進

め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

年
頭
に
当
た
り
、
市
政
へ
の
一

層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
皆
様
方

の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

岡
山
市
日
中
友
好
協
会
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、平
素
か
ら
、

岡
山
市
の
国
際
友
好
都
市
で
あ
る

洛
陽
市
と
の
交
流
を
は
じ
め
、
日

中
両
国
の
民
間
交
流
の
推
進
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
頂
き
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
と
洛
陽
市
が
１
９
８
１
年

に
友
好
都
市
を
締
結
し
て
か
ら
今

年
で
44
年
目
を
迎
え
ま
す
。

昨
年
４
月
に
は
岡
山
市
公
式
訪

問
団
が
洛
陽
市
を
訪
問
し
、
11
月

に
は
洛
陽
市
人
民
政
府
訪
問
団
の

皆
様
も
岡
山
市
に
来
訪
し
て
頂

き
、
５
年
ぶ
り
の
相
互
訪
問
が
叶

い
ま
し
た
。

ま
た
、
洛
陽
市
栄
誉
市
民
の
誉

れ
に
、
新
た
に
貴
協
会
の
松
井
三

平
氏
が
名
を
連
ね
、
岡
山
市
と
洛

陽
市
の
絆
が
益
々
深
ま
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

８
月
に
は
６
年
ぶ
り
に
開
催
し

た「
国
際
サ
マ
ー
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
」

に
洛
陽
市
の
中
高
生
８
名
が
参
加

さ
れ
、
岡
山
で
の
生
活
を
経
験
す

縁
起
の
良
い
巳
年
の
新
春
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
中
華
人
民
共
和

国
駐
大
阪
総
領
事
館
を
代
表
し
、

謹
ん
で
岡
山
市
日
中
友
好
協
会
を

は
じ
め
と
す
る
岡
山
市
各
界
の
皆

様
に
新
年
の
祝
福
を
申
し
上
げ
、

心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
れ
ば
、
私
た
ち

は
力
を
合
わ
せ
、
共
に
中
日
友
好

の
時
代
の
新
章
を
紡
い
で
き
ま
し

た
。昨

年
８
月
に
は
、
岡
山
県
・
岡

山
市
各
界
及
び
岡
山
県
の
各
自
治

体
と
友
好
提
携
関
係
に
あ
る
中
国

の
関
係
各
省
・
市
の
多
大
な
る
ご

支
援
の
下
、
そ
し
て
、
西
日
本
地

区
中
日
友
好
協
会
、
特
に
貴
協
会

の
皆
様
の
多
大
な
ご
厚
情
・
ご
尽

力
を
頂
き
、
私
た
ち
は
最
強
ク
ラ

ス
の
台
風
10
号
に
も
負
け
ず
、
手

を
携
え
て
岡
山
で
第
７
回
西
日
本

地
区
中
日
友
好
交
流
大
会
を
成
功

さ
せ
、
力
強
く
中
日
友
好
の
優
れ

た
伝
統
を
発
揚
し
、
交
流
強
化
の

共
通
認
識
を
結
集
さ
せ
、
協
力
推

進
の
勢
い
を
高
め
ま
し
た
。

新
年
を
展
望
し
ま
す
と
、
私
た

ち
は
引
き
続
き
、
両
国
の
民
間
地

方
交
流
に
再
び
新
た
な
輝
き
を
吹

き
込
む
よ
う
全
力
で
推
進
し
て
い

く
べ
き
で
す
。

今
年
は
世
界
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
戦

争
勝
利
80
周
年
と
い
う
節
目
の
年

に
あ
た
り
ま
す
。

歴
史
と
現
実
が
教
え
て
く
れ
た

よ
う
に
、
平
和
・
友
好
・
協
力
は

両
国
民
の
根
本
的
利
益
に
合
致
す

る
も
の
で
あ
り
、
中
日
間
の
唯
一

正
し
い
付
き
合
い
方
で
す
。

し
ば
ら
く
前
に
、
両
国
の
指
導

者
が
ペ
ル
ー
の
リ
マ
で
会
談
し
、

戦
略
的
互
恵
関
係
の
全
面
的
推

進
、
新
時
代
の
要
請
に
合
致
す
る

建
設
的
か
つ
安
定
し
た
中
日
関
係

の
構
築
に
つ
い
て
重
要
な
共
通
認

識
に
達
し
、
私
た
ち
に
更
な
る
自

信
と
期
待
を
与
え
て
下
さ
い
ま
し

た
。中

日
関
係
の
根
幹
は
民
間
に
、

活
力
は
地
方
に
あ
り
ま
す
。
貴
協

会
に
は
、
土
井
章
弘
会
長
の
ご
指

導
の
下
、
日
中
友
好
の
良
き
伝
統

を
受
け
継
ぎ
、
時
代
の
チ
ャ
ン
ス

を
捉
え
、
友
好
都
市
洛
陽
市
と
よ

り
広
範
で
深
い
交
流
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
で
、
地
方
・
民
間
レ
ベ

ル
か
ら
両
国
関
係
の
改
善
・
発
展

に
プ
ラ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
入

し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

中
華
人
民
共
和
国
駐
大
阪
総
領

事
館
も
貴
協
会
と
共
に
、
よ
り
一

層
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
友
好
交
流

活
動
を
展
開
し
続
け
な
が
ら
、
双

方
の
国
民
、
特
に
青
少
年
世
代
が

リ
ア
ル
で
客
観
的
か
つ
全
面
的
な

相
互
認
識
を
確
立
す
る
為
の
機
会

を
よ
り
多
く
作
っ
て
い
く
こ
と

で
、
両
国
の
地
方
民
間
交
流
に
新

た
な
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
、
中

岡
山
市
北
区
岩
田
町
三
―
二
二

電
話
　
二
三
三
―
二
三
四
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
二
二
三
―
三
六
四
〇

h
ttp
://
w
w
w
.o
b
c
n
e
t.a
c
.jp

E
-m
a
il:o
b
c
＠
o
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e
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c
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校
　
長
　
西

　﨑

　
　
　誠

岡
山
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ

専
門
学
校

〒
七
〇
一
―
一
二
一
二
　

岡
山
市
北
区
尾
上
神
道
山
　
　
　
　

電
話（
〇
八
六
）二
八
四
―
二
一
二
一

（
代
表
）

教
主
　
黒

　住

　宗

　道

黒
住
教

〒
七
〇
〇
―
〇
九
〇
二
　

岡
山
市
北
区
錦
町
五
―
一
五
　
　
　
　

南
田
辺
ビ
ル
二
階

電
　
話（
〇
八
六
）二
二
五
―
五
〇
八
三

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
八
六
）二
二
五
―
五
〇
四
一

会
　
長
　
鍵

　本

　芳

　明

岡
山
県
日
中
教
育
交
流
協
議
会

岡
山
市
北
区
錦
町
五
―
一
五
　
　

電
話
　
二
二
五
―
一
四
九
一
　
　

代
表
取
締
役
　
田

　邉

　繁

　之

株
式
会
社
　田
辺
産
業

岡
山
市
北
区
大
元
駅
前
三
―
六
一

電
話（
代
表
）二
三
三
―
八
八
一
一

代
表
取
締
役
会
長
　
永

　山

　久

　人

下
津
井
電
鉄
株
式
会
社

岡
山
市
北
区
新
屋
敷
町
一
―
六
―
二
六

電
話
　
二
四
一
―
四
六
五
五
　
　
　
　

代
表
取
締
役
　
田

　口

　晃

　大

五
洋
工
業
株
式
会
社
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謹

賀

新

年
　
　
　
新

年

ご

挨

拶
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
５
年（
令
和
７
年
）

巳巳

密
接
な
関
係
あ
る
中
国
と

絆
を
更
に
強
固
な
も
の
に

岡
山
市
長

　大
森

　雅
夫

心
を
ひ
と
つ
に
友
好
促
進

協
力
推
進
の
勢
い
高
め
る

中
華
人
民
共
和
国

駐
大
阪
総
領
事

　薛

　
　
　剣

今
年
は
希
望
と
チ
ャ
ン
ス

満
ち
溢
れ
た
一
年
と
な
る

洛
陽
市
人
民

政
府
市
長

　徐

　衣
顕
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岡
山
は
古
く
か
ら
中
国
と
縁
が

深
く
、
遣
唐
使
の
吉
備
真
備
の
故

郷
で
あ
り
、
岡
崎
嘉
平
太
氏
、
内

山
完
造
氏
な
ど
中
日
友
好
の
先
達

も
数
多
く
輩
出
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
は
内
山
完
造
生
誕

１
４
０
周
年
に
な
り
ま
す
。
当
会

は
貴
協
会
と
と
も
に
、
友
好
の
伝

統
を
継
承
し
、
上
海
と
岡
山
、
中

国
と
日
本
の
民
間
友
好
交
流
の
さ

ら
な
る
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う

努
力
す
る
所
存
で
す
。

最
後
に
、
岡
山
市
日
中
友
好
協

会
が
新
し
い
一
年
に
お
い
て
ま
す

ま
す
ご
発
展
さ
れ
ま
す
よ
う
、
ま

た
ご
友
人
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

駐
日
往
来
の
便
宜
の
た
め
に
、

中
国
は
２
０
２
４
年
11
月
に
、
11

月
30
日
か
ら
２
０
２
５
年
12
月
31

日
ま
で
の
期
間
、
日
本
の
普
通
パ

ス
ポ
ー
ト
保
持
者
に
対
し
ビ
ザ
免

除
の
政
策
を
発
表
し
ま
し
た
。

新
た
な
一
年
、
両
市
の
友
好
協

会
が
更
に『
民
を
以
て
官
を
促
す
』

を
発
揮
し
、
絆
の
懸
け
橋
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

民
間
交
流
を
通
じ
て
人
々
の
友

情
と
潤
い
の
静
か
な
滴
り
を
集
め

て
国
と
国
、
都
市
と
都
市
の
関
係

を
健
康
的
で
穏
や
か
に
発
展
さ
せ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
、
全
力
を
挙

げ
て
洛
陽
と
岡
山
の
経
済
、文
化
、

教
育
な
ど
広
範
な
分
野
で
の
交
流

協
力
を
推
進
し
、
民
心
相
通
じ
、

文
化
の
融
合
を
促
進
す
べ
き
で
す
。

２
０
２
５
年
は
希
望
と
チ
ャ
ン

ス
に
満
ち
溢
れ
た
一
年
で
す
。
洛

い
、相
互
理
解
と
友
好
を
促
進
し
、

双
方
の
青
少
年
の
心
の
中
に
中
日

友
好
の
根
を
深
く
厚
く
植
付
け
、

洛
陽
市
と
岡
山
市
の
伝
統
的
な
友

好
を
さ
ら
に
推
し
進
め
、
中
日
友

好
関
係
の
未
来
に
向
け
た
発
展
の

基
礎
を
固
め
ま
し
た
。

習
近
平
総
書
記
は
『
中
日
は
海

を
隔
て
て
向
か
い
合
い
、
引
越
し

の
出
来
な
い
隣
人
で
あ
る
』『
国

の
交
わ
り
は
民
間
同
士
の
親
し
さ

に
あ
り
、
民
間
の
親
し
さ
は
、
心

が
相
通
じ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
』
と

指
摘
し
て
い
ま
す
。

民
間
友
好
の
歴
史
は
中
日
関
係

の
独
特
な
優
位
点
で
あ
り
貴
い
財

産
で
あ
り
、
両
国
関
係
の
発
展
の

過
程
で
か
け
が
え
の
な
い
重
要
な

役
割
を
発
揮
し
て
き
ま
し
た
。

ど
ん
な
偉
大
な
事
業
で
あ
っ
て

も
そ
の
成
功
の
要
因
は
人
民
の
中

に
こ
そ
根
拠
が
あ
り
ま
す
。

陽
と
岡
山
が
友
好
往
来
を
強
化

し
、
実
務
的
な
協
力
を
深
化
し
各

分
野
で
の
交
流
と
協
力
を
新
た
な

高
み
に
押
し
上
げ
る
よ
う
に
願
っ

て
い
ま
す
。

土
井
会
長
は
じ
め
と
す
る
岡
山

市
日
中
友
好
協
会
の
皆
様
が
新
た

な
一
年
、
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。

２
０
２
５
年
の
新
年
に
あ
た

り
、
上
海
市
人
民
対
外
友
好
協
会

を
代
表
し
て
、
岡
山
市
日
中
友
好

協
会
の
皆
様
に
、
新
春
の
祝
賀
を

申
し
上
げ
ま
す
。

上
海
市
人
民
対
外
友
好
協
会
に

対
し
て
関
心
と
支
持
を
寄
せ
ら
れ

て
い
る
各
界
の
友
人
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

岡
山
市
日
中
友
好
協
会
は
設
立

以
来
、
初
志
貫
徹
し
、
中
日
友
好

の
た
め
に
多
く
の
貢
献
を
し
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

当
会
と
協
力
関
係
を
結
び
、
文

化
、
教
育
、
民
政
、
青
少
年
な
ど

の
幅
広
い
分
野
で
上
海
市
と
岡
山

市
の
民
間
交
流
を
推
進
し
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
に
、
我
々
両
協
会

は
多
様
で
実
り
豊
か
な
交
流
活
動

を
お
こ
な
い
、
人
的
交
流
に
助
力

し
、
お
互
い
の
理
解
と
友
情
を
深

め
ま
し
た
。

「
友
好
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、

共
に
よ
き
未
来
を
築
こ
う
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
第
７
回
西
日
本
地

区
中
日
友
好
交
流
大
会
が
、
８
月

30
日
、
岡
山
市
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
ア
岡
山
で
開
か
れ
た
。

当
日
は
台
風
接
近
と
い
う
荒
れ

た
天
候
に
も
係
わ
ら
ず
、
行
政
や

教
育
界
関
係
者
、
中
国
か
ら
の
来

日
者
も
含
め
日
中
両
国
の
友
好
交

流
活
動
関
係
者
ら
約
７
０
０
人
が

参
加
、
交
流
し
た
。

主
催
は
中
国
駐
大
阪
総
領
事
館

と
、
岡
山
市
日
中
友
好
協
会
な
ど

西
日
本
地
区
日
中
友
好
協
会
。
岡

山
県
内
で
の
交
流
大
会
開
催
は
初

め
て
。

主
催
者
を
代
表
し
、
薛
剣
大
阪

総
領
事
は
「（
当
地
区
は
）
長
年

に
わ
た
る
対
中
友
好
の
伝
統
を
有

し
て
い
る
。
よ
り
一
層
の
情
熱
と

決
意
で
固
く
手
と
手
を
取
り
合

い
、
共
に
中
日
友
好
の
良
き
未
来

を
切
り
拓
い
て
い
こ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
」
と
力
強
く
呼
び
か
け

た
。こ

の
後
、
来
賓
挨
拶
や
基
調
講

演
が
あ
り
、
岡
山
後
楽
館
高
校
生

に
よ
る
中
国
訪
問
交
流
発
表
が
行

わ
れ
、
最
後
に
全
員
で
「
大
会
友

好
宣
言
」
を
採
択
し
た
。

大
会
宣
言
で
は
「
両
国
関
係
の

未
来
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
行

動
で
決
ま
り
ま
す
。手
を
携
え
て
、

共
に
日
中
友
好
の
美
し
い
未
来
を

切
り
拓
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

結
ん
だ
。

岡
山
市
北
区
番
町
二
―
三
―
四
　
　

電
話（
〇
八
六
）二
二
一
―
一
〇
一
〇

取
締
役
社
長
　
髙

　木

　晶

　悟

株
式
会
社
　

ト
マ
ト
銀
行

岡
山
市
北
区
駅
元
町
一
五
―
一
　

電
話
　
八
九
八
―
一
一
一
一
　
　

取
締
役
　
岡

　﨑

　
　
　登

株
式
会
社
　

レ
イ

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
岡
山

岡
山
市
北
区
大
内
田
七
六
一
―
三

（
ソ
リ
ュ
ッ
セ
岡
山
内
）

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
八
六
）二
九
二
―
五
五
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
八
六
）二
九
二
―
五
五
八
〇

代
表
取
締
役
　
室

　賀

　康

　史

室
賀
ネ
ジ
機
工
株
式
会
社

岡
山
市
南
区
浦
安
南
町
五
五
〇
　

電
話
　
二
六
三
―
二
二
四
五
　
　

株
式
会
社
　

中
外
燐
寸
社

代
表
取
締
役
　
田
中

　礼
一
郎

〒
七
〇
〇
―
〇
八
〇
七
　

岡
山
市
北
区
南
方
三
―
一
〇
―
四
〇

電
話（
〇
八
六
）二
二
三
―
七
四
五
〇

協
会
副
会
長
　
宮

　本

　光

　研

洛
陽
に
縁
結
ん
で
半
世
紀
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２
０
２
５
年
　
新
春
メ
ッ
セ
ー
ジ

ご案内

２
０
２
５
年
度（
令
和
７
年
度
）

総
会･

日
中
友
好
新
春
互
礼
会

　
表
記
の
行
事
を
左
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
万
障
繰
り
合
わ

せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

﹇
日
時
﹈
２
０
２
５
年
２
月
11
日
（
火
曜
日
・
祝
）

　
◎
定
期
総
会
（
午
前
９
時
半
よ
り
）

　
　
２
０
２
４
年
度
事
業
報
告
、収
支
計
算
書
報
告
、監
査
報
告

　
　
２
０
２
５
年
度
役
員
改
選
、事
業
計
画
書
案
、活
動
予
算
書
案

　
◎
新
春
互
礼
会
（
午
前
10
時
半
よ
り
13
時
半
）

　
　
〔
第
一
部
〕
記
念
講
演

　
　
　
　
　
　
　
　
講
師
　
富
坂
　
聰 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ー
マ
「
米
中
対
立
で
の
中
国
の
選
択
」

　
　
〔
第
二
部
〕
懇
親
会

﹇
場
所
﹈
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
岡
山

　
　
　
　
（
岡
山
市
北
区
駅
元
町
、
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
西
口
）

﹇
会
費
﹈
８
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　

※
詳
細
は
配
布
チ
ラ
シ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

友
好
の
伝
統
を
継
承
し
て

民
間
友
好
交
流
の
発
展
を

上
海
市
人
民
対
外

友
好
協
会
会
長

　陳

　
　
　靖大会で講演する薛総領事大会で講演する薛総領事

▼
第
７
回
西
日
本
地
区
中
日
友
好
交
流
大
会
▲

岡
山
で
初
開
催
、７
０
０
人
参
加
盛
況
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交
流
会
は
、
２
０
２
０
年
の
新

年
互
礼
会
の
記
念
講
演
に
、
松
本

日
中
会
長
で
相
澤
病
院
長
の
相
澤

孝
夫
氏
を
迎
え
た
時
、
双
方
か
ら

交
流
の
提
案
が
な
さ
れ
、
こ
れ
に

応
え
た
も
の
。

当
協
会
か
ら
は
、
土
井
章
弘
会

長
ら
８
人
、
松
本
日
中
か
ら
は
相

澤
会
長
ら
10
人
が
参
加
。
お
互
い

に
意
見
交
換
や
活
動
報
告
を
し
、

質
疑
応
答
、
懇
親
会
を
開
催
。
翌

日
に
は
名
勝
美
ヶ
原
高
原
を
見
学

し
岡
山
で
の
再
会
を
誓
っ
て
、
お

開
き
と
し
た
。

今
年
は
岡
山
で
の
交
流
会
開
催

を
計
画
し
て
い
る
。

【
２
０
２
４
年
入
会
者
】

阿
部
友
彦
さ
ん
（
岡
山
市
）

杉
本
幸
司
さ
ん
（
瀬
戸
内
市
）

張
紅
さ
ん
（
岡
山
市
）

山
内
圭
さ
ん
（
新
見
市
）

神
崎
貞
子
さ
ん
（
倉
敷
市
）

岡
本　

啓
さ
ん
（
岡
山
市
）

河
村
武
人
さ
ん
（
岡
山
市
）

藤
井
克
隆
さ
ん
（
岡
山
市
）

福
田
伸
子
さ
ん
（
岡
山
市
）

７
／
24
…�

岡
山
市
長
訪
問
。
洛
陽

市
栄
誉
市
民
受
賞
報
告

（
市
役
所
）

７
／
30
…�

岡
山
市
立
後
楽
館
高
校

洛
陽
訪
問（
～
８
／
４
。

洛
陽
市
、
伊
川
県
）

８
／
９
…�

「
岡
山
と
中
国
」
発
行

（
事
務
局
）

８
／
30
…�

第
７
回
西
日
本
日
中
友

好
交
流
大
会
（
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
）

９
／
６
…�
煙
台
。
南
山
学
院
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
講
演
（
煙

井
原
市
へ
の
訪
問
は
行
わ
ず
、
岡

山
市
内
で
の
調
査
、
資
料
収
集
、

確
認
に
と
ど
ま
っ
た
。

生
誕
地
で
あ
る
井
原
市
の
成
福

寺
（
内
山
完
造
家
菩
提
寺
）
の
片

岡
良
仁
名
誉
住
職
は
、
わ
ざ
わ
ざ

井
原
か
ら
大
事
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
関
連
資
料
類
を
持
参
し
て
頂
い

た
。そ

れ
ら
の
中
に
は
、
完
造
直
筆

の
書
や
、
自
書
の
ハ
ガ
キ
類
、
当

時
の
出
版
物
な
ど
が
あ
り
、
片
岡

氏
の
説
明
・
解
説
に
耳
を
傾
け
て

い
た
。

そ
れ
に
完
造
の
肉
声
の
入
っ
て

い
る
珍
し
い
テ
ー
プ
も
紹
介
さ

れ
、
各
参
加
者
共
に
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
た
。

吉
備
路
文
学
館
で
は
、
館
長
や

事
務
局
長
を
始
め
、
運
営
母
体
で

あ
る
中
国
銀
行
の
役
員
も
参
加
し

て
一
行
を
歓
迎
。
収
蔵
す
る
貴
重

な
内
山
資
料
を
特
別
展
示
、
詳
細

な
説
明
を
受
け
た
。
い
ず
れ
も
一

級
の
資
料
ば
か
り
で
、
一
同
熱
心

岡
山
市
日
中
友
好
協
会
で
は
、

交
流
の
深
い
上
海
か
ら
昨
年
10
月

か
ら
11
月
に
か
け
て
相
次
い
で
２

組
の
「
内
山
完
造
研
究
」
関
連
の

調
査
・
交
流
訪
問
団
を
岡
山
に
迎

え
た
。

第
１
陣
は
、
中
共
一
大
記
念
館

の
周
峥
副
館
長
を
団
長
と
す
る
訪

日
団
５
名
で
10
月
31
日
来
岡
。
第

２
陣
は
傳
継
紅
副
会
長
を
団
長
と

す
る
上
海
市
人
民
対
外
友
好
協
会

の
４
名
で
11
月
28
日
に
岡
山
入
り

し
た
。

目
的
は
内
山
完
造
翁
の
故
郷
で

あ
る
岡
山
の
地
に
残
さ
れ
て
い
る

資
料
類
や
、
今
後
の
上
海
と
の
調

査
・
交
流
、
顕
彰
事
業
に
つ
い
て

協
議
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

協
会
で
は
、
昨
年
に
発
足
さ
せ

た
内
山
完
造
研
究
会
を
中
心
に
、

調
査
研
究
、
交
流
準
備
を
始
め
た

ば
か
り
。
早
速
の
上
海
関
係
者
の

来
訪
と
な
っ
た
。

今
回
は
、
両
訪
問
団
と
も
タ
イ

ト
な
日
程
だ
っ
た
た
め
、生
誕
地
・

に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

歓
迎
交
流
会
で
は
、
岡
山
側
か

ら
は
歓
迎
挨
拶
と
と
も
に
、
友
好

協
会
が
今
年
計
画
し
て
い
る
一
連

の
内
山
完
造
先
生
顕
彰
事
業
へ
の

協
力
方
を
要
請
。
上
海
側
も
上
海

で
の
記
念
事
業
の
計
画
を
表
明

し
、
相
互
協
力
を
誓
い
合
っ
た
。

松
井
専
務
ス
ピ
ー
チ

上
海
岡
山
県
人
会
で

岡
山
県
内
か
ら
上
海
に
進
出
し

て
い
る
企
業
や
行
政
関
係
者
等
で

結
成
さ
れ
て
い
る
岡
山
県
人
会
の

「
２
０
２
４
中
日
企
業
家
フ
ォ
ー

ラ
ム
お
よ
び
上
海
岡
山
県
人
会
第

１
０
０
回
記
念
会
」
が
、
11
月
29

日
、
上
海
・
虹
口
区
で
開
か
れ
、

岡
山
市
日
中
友
好
協
会
か
ら
松
井

三
平
専
務
理
事
が
ゲ
ス
ト
参
加
し

ス
ピ
ー
チ
し
た
。

記
念
会
で
は
岡
山
県
産
業
労
働

部
の
北
山
敏
行
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

推
進
室
長
が
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

松
井
専
務
理
事
は
「
虹
口
区
は

魯
迅
記
念
館
や
内
山
書
店
が
開
設

さ
れ
た
場
所
で
あ
り
、
こ
の
場
で

岡
山
と
上
海
と
の
経
済
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
大
変
意

義
深
い
」
と
強
調
。
協
会
が
取
り

組
ん
で
い
る
内
山
完
造
生
誕
１
４

０
周
年
記
念
事
業
へ
の
協
力
を
呼

び
掛
け
た
。

こ
れ
を
受
け
て
虹
口
区
人
民
対

外
友
好
協
会
の
謝
榕
榕
会
長
が
挨

拶
、
同
記
念
事
業
へ
の
協
力
を
表

明
し
た
。

記
念
会
に
は
岡
山
県
進
出
企

業
、
中
国
側
の
企
業
、
友
好
協
会

の
役
員
な
ど
約
80
名
が
参
加
し
盛

況
だ
っ
た
。

岡
山
県
人
会
は
、
中
国
銀
行
の

上
海
連
絡
事
務
所
の
能
登
浩
一
郎

所
長
が
事
務
局
長
を
務
め
、
定
期

的
に
研
修
と
親
睦
会
を
実
施
し
て

い
る
。

岡
山
市
日
中
友
好
協
会
は
、
10

月
12
、
13
の
両
日
、
長
野
県
松
本

市
に
訪
問
団
を
派
遣
、
松
本
日
中

友
好
協
会
と
研
修
交
流
会
を
行
っ

た
。

台
市
）

９
／
16
…�

大
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
展
開

幕
式
（
県
美
術
館
）

10
／
５
…�

第
４
回
理
事
会
（
事
務

所
）

10
／
25
…�

日
中
交
流
大
会
慰
労
会

（
又
来
軒
）

10
／
27
…�

岡
崎
嘉
平
太
記
念
講
演

会
（
記
念
館
）

10
／
31
…�

中
共
一
大
記
念
館
訪
問

団
来
岡
、懇
談
会（
ピ
ュ

ア
リ
テ
ィ
ま
き
び
。
吉

備
路
文
学
館
）

11
／
４
…�

湖
南
省
訪
問
団
（
西
日

本
地
区
日
中
友
好
協
会

～
８
）

11
／
５
…�

上
海
奉
賢
区
教
育
視
察

訪
日
団
（
矢
掛
、
備
前

市
、
美
作
市
。
大
阪
市

～
９
）

11
／
10
…�

天
津
市
対
外
友
好
協
会

設
立
40
周
年
祝
賀
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
）

11
／
17
…�

中
国
国
際
友
好
都
市
大

会
（
雲
南
・
昆
明
市
～

11
／
21
）

11
／
25
…�

洛
陽
市
政
府
訪
日
団
歓

迎
会
（
ラ
ヴ
ィ
ー
ル
）

11
／
28
…�

上
海
市
人
民
対
外
友
好

協
会
訪
日
団
来
岡
懇
談

会
（
岡
山
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
。
吉
備
路
文
学
館
）

12
／
14
…�

雲
南
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ

ア
ー
（
麗
江
～
岡
山
）

▼
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
の
は

令
和
６
年
末
。
今
年
も
慌
た
だ
し

く
時
間
が
過
ぎ
て
い
っ
た
。
時
間

は
同
じ
よ
う
に
流
れ
て
い
る
は
ず

だ
が
年
を
追
っ
て
時
間
が
速
く
過

ぎ
て
い
く
気
が
し
て
い
る
▼
コ
ロ

ナ
で
行
け
な
か
っ
た
中
国
に
は
４

月
に
天
津
、
７
月
に
洛
陽
２
回
、

９
月
山
東
省
煙
台
、
11
月
に
雲
南

の
昆
明
、
12
月
に
上
海
と
計
６
回

行
っ
た
。
コ
ロ
ナ
前
ま
で
の
訪
中

は
ほ
と
ん
ど
が
団
体
添
乗
員
と
し

て
の
業
務
だ
っ
た
が
、
昨
年
は
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
交
流
会
へ
の
要
請

に
よ
る
個
人
参
加
が
増
え
た
▼
煙

台
南
山
学
院
で
の
日
中
韓
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
日
中
友
好
協
会

の
肩
書
で
講
演
し
た
。
と
い
っ
て

も
自
分
が
関
わ
っ
て
き
た
岡
山
で

の
友
好
活
動
を
紹
介
し
た
だ
け

だ
っ
た
が
、
政
府
役
人
で
も
な
く

学
者
で
も
な
い
、
一
民
間
活
動
家

と
し
て
の
話
は
新
鮮
で
あ
っ
た
よ

う
だ
▼
確
か
に
中
国
で
は
政
府
が

主
導
し
て
対
外
友
好
協
会
な
ど
の

外
郭
団
体
を
通
じ
て
日
中
友
好
交

流
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
純
粋
な

民
間
の
友
好
団
体
は
少
な
い
と
思

わ
れ
そ
の
点
が
関
心
を
惹
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
▼
交
流
窓
口
が
、

日
本
側
が
民
間
団
体
で
中
国
側
が

政
府
機
関
で
あ
っ
て
も
、
中
国
で

は
快
く
対
等
に
応
対
し
て
く
れ
る

の
で
、
文
化
、
教
育
、
医
療
な
ど

多
方
面
に
わ
た
り
架
け
橋
と
し
て

の
役
割
を
発
揮
で
き
る
▼
そ
し

て
、
そ
の
役
割
が
最
も
生
か
せ
る

の
が
友
好
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

だ
。
当
協
会
は
友
好
都
市
の
洛
陽

市
を
は
じ
め
、
上
海
市
、
天
津
市

の
友
好
協
会
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

あ
り
、
双
方
の
絆
を
強
化
す
る
た

め
に
地
道
な
活
動
を
積
み
重
ね
信

頼
を
築
い
て
き
た
▼
２
０
２
５
年

は
、
こ
の
友
好
イ
ン
フ
ラ
と
も
言

う
べ
き
関
係
を
大
い
に
活
用
し
、

多
く
の
市
民
県
民
の
皆
さ
ん
と
共

有
し
て
友
好
活
動
の
す
そ
野
を
広

げ
て
い
き
た
い
。
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

（
松
）

上海訪日団との歓迎交流会上海訪日団との歓迎交流会

展示された各種資料展示された各種資料

スピーチする松井専務スピーチする松井専務

松本日中との研修交流会松本日中との研修交流会

「
内
山
完
造
研
究
会
」本
格
始
動
：
上
海
か
ら
も
調
査
研
究
訪
問
団

書
や
音
声
テ
ー
プ
等
各
種
資
料

松本日中を訪問
意見交換や活動報告

’25年の岡山訪問約束
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